
東
京
・

く

ぶ
ど

造

飲
食
店

ろ

町

兼

に

兜

醸

信
玄

り

で

イ

神

ワ

か

酵

社

母

の

ン

の

ゆ
世
界
の
天
気
予
報
、５
㌔
単
位
で
提
供

　
気
象
情
報
会
社
の
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ
は
法
人
向
け
に

世
界
の
天
気
予
報
を
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
メ
ッ
シ
ュ
（
網
の

目
）
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
海
外
展
開
す
る

企
業
が
、
需
要
予
測
や
原
材
料
の
仕
入
れ
計
画
に
活
用
す

る
こ
と
を
想
定
す
る
。
よ
り
精
度
の
高
い
予
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
従
業
員
の
安
全
管
理
な
ど

に
も
役
立
て
て
も
ら
う
。

　
１
時
間
ご
と
の
短
期
予
報
と
２
週
間
先
ま
で
の
中
期
予

報
を
、
外
部
と
デ
ー
タ
連
係
す
る
機
能
の
Ａ
Ｐ
Ｉ
で
提
供

す
る
。
企
業
は
緯
度
と
経
度
を
指
定
す
る
だ
け
で
デ
ー
タ

を
取
得
で
き
、
自
社
の
シ
ス
テ
ム
と
も
連
係
が
容
易
に
で

き
る
。

　
日
本
酒
メ
ー
カ
ー
の
平
和
酒
造（
和
歌
山
県
海
南
市
）は

２
０
２
２
年
５
月
に
、ろ
過
し
て
い
な
い
濁
り
酒「
ど
ぶ
ろ

く
」の
醸
造
所
兼
飲
食
店「
平
和
ど
ぶ
ろ
く
兜
町
醸
造
所
」

を
東
京
・
兜
町
で
開
業
す
る
。店
内
で
醸
造
し
た
ど
ぶ
ろ
く

と
軽
食
を
味
わ
え
る
。同
社
初
の
県
外
飲
食
店
で
、発
信
力

が
強
い
東
京
で
酒
や
酒
造
り
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
店
で
醸
造
す
る
の
は
同
社
の
「
平
和
ど
ぶ
ろ
く
」
で
、

米
の
品
種
を
変
え
て
複
数
種
類
を
造
る
方
針
だ
。
飲
食
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
ど
ぶ
ろ
く
の
ほ
か
、
同
社
の
日
本
酒
「
紀

土
」
や
ビ
ー
ル
「
平
和
ク
ラ
フ
ト
」
な
ど
も
提
供
す
る
。

軽
食
に
は
和
歌
山
の
食
材
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
カ

ウ
ン
タ
ー

席
の
ほ
か
立
ち
飲
み
用
の
テ
ー
ブ
ル
を
置
く

予
定
だ
。

横
浜
に
イ
ン
テ
リ
ア
の
倉
庫
型
店
舗

　
ク
ル
ー
ザ
ー
の
輸
入
販
売
を
手
掛
け
る
安
田
造
船
所

（
東
京
・
大
田
）
の
グ
ル
ー
プ
会
社
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ

ク
カ
ー
ズ（
同
・
港
）
は

日
、
イ
ン
テ
リ
ア
の
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
店
舗
を
横
浜
市
金
沢
区
で
開
業
す
る
。
倉
庫
型
の
店

舗
で
新
旧
の
イ
ン
ド
ア
・
ア
ウ
ト
ド
ア
の
家
具
や
照
明
な

ど
を
展
示
販
売
し
、
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
な
ど
を
設
置
し

て
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
す
る
。

　
「
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
を

日
に
開
業

す
る
。
店
舗
は
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ
の
周
辺
に
立

地
し
、
約
１
４
０
０
平
方
㍍
の
広
さ
が
特
徴
。
輸
入
家
具

や
ア
ー
ト
、
小
物
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア
関
連
に
加
え
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
用
品
も
そ
ろ
え
る
と
い
う
。

　
戦
国
武
将
・
武
田
信
玄
の
か
つ
て
の
居
城
「
躑
躅
ケ
崎

館
（
つ
つ
じ
が
さ
き
や
か
た
）
」
跡
に
創
建
さ
れ
た
武
田

神
社
で
採
取
し
た
酵
母
を
使
用
し
、
甲
府
市
産
ブ
ド
ウ
１

０
０
％
で
醸
造
し
た
ワ
イ
ン
「
甲
府
ロ
ゼ
ス
パ
ー
ク
リ
ン

グ
２
０
２
１
」
が
完
成
し
た
。
３
０
０
０
本
限
定
で
、

日
か
ら
山
梨
県
内
で
販
売
す
る
ほ
か
、
製
造
元
の
甲
府
ワ

イ
ン
ポ
ー
ト
（
甲
府
市
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
も

販
売
す
る
。

　
山
梨
大
学
ワ
イ
ン
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
武
田
神
社
で

酵
母
を
採
取
し
、
甲
府
ワ
イ
ン
ポ
ー
ト
が
甲
府
市
産
の
マ

ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
と
甲
州
ブ
ド
ウ
を
使
っ
て
醸
造

し
、
マ
ツ
ム
ラ
酒
販
（
同
）
が
県
内
で
の
販
売
を
担
当
す

る
。
７
２
０
㍉
㍑
入
り
で
２
９
７
０
円
。

　
東
西

㌔
、
南
北
４
㌔
、

約
３
５
０
０
万
平
方
㍍
に
及

ぶ
狭
山
丘
陵
は
埼
玉
県
所
沢

市
や
東
京
都
東
大
和
市
な
ど

に
ま
た
が
り
、
首
都
圏
に
残

さ
れ
た
「
緑
の
孤
島
」
と
も

呼
ば
れ
る
。
同
基
金
は
こ
の

広
大
な
丘
陵
地
の
一
部
を
取

得
。
計

カ
所
、
約

万
５

千
平
方
㍍
の
森
を
「
ト
ト
ロ

の
森
」
と
し
て
維
持
・
管
理

し
て
い
る
。

　
「
ト
ト
ロ
の
森
」
と
い
う

名
は
長
年
所
沢
市
に
住
み
、

環
境
保
全
活
動
へ
の
関
心
も

高
い
宮
崎
監
督
の
賛
同
を
得

て
名
付
け
ら
れ
た
。
所
沢
市

内
の「
ト
ト
ロ
の
森
１
号
地
」

な
ど
自
然
豊
か
な
森
林
は
映

画
の
名
場
面
を
想
起
さ
せ
る

「
聖
地
」
と
し
て
、
宮
崎
ア

ニ
メ
の
フ
ァ
ン
か
ら
高
い
人

気
を
誇
る
が
、
近
年
は
取
得

地
の
増
加
に
伴
い
、
ト
ト
ロ

の
森
の
保
全
管
理
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。

　
最
大
の
理
由
は
、
取
得
地

の
増
加
に
管
理
側
の
人
の
確

保
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
た

め
だ
。
ト
ト
ロ
の
森
の
保
全

管
理
は
基
金
の
職
員
数
人
の

他
に
協
力
団
体
、
有
志
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
か
ら
な

る
。
１
年
間
で
延
べ
１
千
人

程
度
が
関
わ
る
が
、
「
年
を

追
う
ご
と
に
管
理
の
負
担
が

増
し
、人
は
足
り
て
い
な
い
」

（
同
基
金
の
荻
野
豊
専
務
理

事
）
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
で
管
理
に
参
加
す
る
人

の
数
が
減
っ
た
こ
と
も
追
い

打
ち
を
か
け
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
が
会

　
東
京
国
際
大
学
（
埼
玉
県

川
越
市
）
と
老
舗
醤
油
（
し

ょ
う
ゆ
）
メ
ー
カ
ー
の
笛
木

醤
油
（
埼
玉
県
川
島
町
）
は

日
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を

商
品
開
発
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
企
画
発
表
会
を
同
大
学

で
開
い
た
。
学
生
が
大
学
で

学
ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
場

と
し
て
役
立
て
る
と
と
も

に
、
企
業
側
に
と
っ
て
も
若

い
感
性
を
今
後
の
商
品
企
画

に
生
か
す
狙
い
が
あ
る
。

　
発
表
会
は
商
学
部
の
授
業

「
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
の
一
環
で
行
わ
れ
た
。

学
生
は
３
〜
４
人
ず
つ
６
チ

ー
ム
に
分
か
れ
、
笛
木
醤
油

が
現
在
事
業
展
開
し
て
い
る

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
や
し
ょ
う

ゆ
を
観
光
地
の
川
越
で
販
売

す
る
た
め
の
新
商
品
企
画
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式

で
発
表
し
た
。

　
学
生
の
提
案
は
食
べ
歩
き

に
適
し
た
「
串
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
」
や
パ
フ
ェ
、
ド
リ
ン

ク
な
ど
を
提
案
。
独
自
の
市

　
日
立
製
作
所
は
埼
玉
県
や

さ
い
た
ま
市
と
連
携
し
、
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し

て
、
埼
玉
県
内
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
度
合
い
を
予

測
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実

験
を
始
め
た
。
流
行
状
況
を

４
段
階
で
予
測
し
、
専
門
サ

イ
ト
や
同
市
の「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

を
通
じ
て
情
報
発
信
す
る
。

場
調
査
や
川
越
に
関
す
る
や

デ
ー
タ
分
析
な
ど
を
交
え
て

商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明

し
た
。

　
発
表
会
に
参
加
し
た
笛
木

醤
油
の
「

代
目
笛
木
吉
五

郎
」
こ
と
笛
木
正
司
社
長
は

「
す
べ
て
の
チ
ー
ム
か
ら
ヒ

ン
ト
を
い
た
だ
い
た
」
と
語

り
、
学
生
の
提
案
を
実
際
の

商
品
開
発
に
生
か
す
考
え
を

示
し
た
。

員
や
収
入
の
減
少
だ
。
同
基

金
の
活
動
に
賛
同
す
る
会
員

の
数
は

年
ほ
ど
前
に
２
千

人
を
超
え
て
い
た
が
、
現
在

は
約
１
２
０
０
人
。
会
費
収

入
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ト

県
民
や
市
民
の
感
染
対
策
に

役
立
て
る
。

　
２
０
２
２
年
３
月

日
ま

で
実
施
す
る
。

年
〜

年

度
は
さ
い
た
ま
市
内
の
予
測

の
み
だ
っ
た
が
、
今
年
度
は

県
内
全
域
に
対
象
エ
リ
ア
を

拡
大
し
、
市
町
村
ご
と
に
表

示
す
る
。
４
週
間
先
ま
で
の

流
行
度
合
い
を
１
週
間
ご
と

ト
ロ
の
森
基
金
寄
付
金
な
ど

３
基
金
へ
の
寄
付
総
額
も
大

型
の
寄
付
案
件
が
あ
っ
た
２

０
１
５
年
を
除
き
、
年
間
５

千
万
円
前
後
に
と
ど
ま
る
。

　
同
基
金
は

月
末
、

年
に
示
す
。
シ
ス
テ
ム
は
日
立

製
作
所
と
日
立
社
会
情
報
サ

ー
ビ
ス
（
東
京
・
品
川
）
が

開
発
し
た
。
日
本
医
師
会
Ｏ

Ｒ
Ｃ
Ａ
管
理
機
構
（
東
京
・

文
京
）
が
ま
と
め
た
感
染
症

の
罹
患
者
数
の
デ
ー
タ
な
ど

を
Ａ
Ｉ
が
分
析
す
る
。

　
有
償
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

提
供
を
目
指
し
、
予
報
配
信

の
有
用
性
を
確
認
す
る
。
今

後
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以

外
の
感
染
症
の
運
用
も
目
指

す
。

　
実
証
実
験
は
、
産
官
学
連

携
で
さ
い
た
ま
市
の
浦
和
美

園
地
区
の
街
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
美
園
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
協
会
」
ら
が
手
掛
け

る
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
さ
い

た
ま
モ
デ
ル
」
の
構
築
に
向

け
た
取
り
組
み
の
一
環
。
Ａ

Ｉ
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、

住
み
や
す
い
街
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
す
。

ま
で
の
活
動
方
針
を
定
め
た

長
期
計
画
を
策
定
。
現
在
用

途
が
決
ま
っ
て
い
る
３
基
金

を
統
合
し
、
土
地
の
取
得
だ

け
で
な
く
、
森
の
維
持
や
管

理
に
も
多
く
の
基
金
を
回
せ

る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、

年
ほ
ど
で
倍
近
く
に

膨
れ
上
が
っ
て
い
た
森
林
の

保
全
管
理
費
に
も
多
く
の
基

金
を
充
当
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　
限
ら
れ
た
人
材
や
資
金
を

有
効
活
用
す
る
た
め
、
森
林

管
理
方
法
も
見
直
す
。
取
得

地
全
体
を
く
ま
な
く
管
理
す

る
手
法
で
は
な
く
、
危
険
な

樹
木
の
除
去
や
生
態
系
を
残

す
た
め
の
環
境
整
備
な
ど
優

先
度
に
応
じ
て
管
理
す
る
方

法
に
変
更
。
同
基
金
の
拠
点

と
な
る
古
民
家
「
ク
ロ
ス
ケ

の
家
」
で
、
森
を
紹
介
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
入

場
料
の
導
入
も
検
討
す
る
。

　
同
基
金
は

年
、
所
沢
市

と
ト
ト
ロ
の
森
の
維
持
管
理

に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
て

お
り
、
今
後
は
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
管
理
方
法
を
模
索

す
る
。
同
市
み
ど
り
自
然
課

の
担
当
者
は
「
ト
ト
ロ
の
森

を
守
り
た
い
と
い
う
思
い
は

強
い
。
基
金
と
良
好
な
関
係

を
保
ち
た
い
」
と
話
す
。

　
狭
山
丘
陵
の
中
に
は
、
都

市
開
発
の
影
響
に
よ
っ
て
生

態
系
が
崩
れ
か
け
て
い
る
場

所
も
少
な
く
な
い
。
気
候
変

動
、
環
境
保
全
へ
の
関
心
が

世
界
的
に
高
ま
る
中
、
ト
ト

ロ
の
森
を
ど
う
維
持
す
る

か
。
官
民
一
体
に
よ
る
実
効

性
の
あ
る
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。

（
岩
崎
貴
行
）

　

地
元
大
学
生
、解
決
へ
協
力
　

　
埼
玉
県
川
越
市
で
観
光
客
の
食

べ
歩
き
が
増
え
て
い
る
問
題
で
、

地
元
大
学
生
が
解
決
に
協
力
し
始

め
た
。
余
っ
た
食
品
や
ご
み
を
入

れ
る「
持
ち
帰
り
た
く
な
る
紙
袋
」

を
企
画
し
て
蔵
造
り
の
町
並
み
な

ど
を
訪
れ
た
観
光
客
に
配
布
し
た

ほ
か
、
今
後
も
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

新
た
な
ア
イ
デ
ア
も
試
み
る
。
地

元
大
学
生
を
案
内
役
に
し
た
新
し

い
修
学
旅
行
の
企
画
を
目
指
す
Ｊ

Ｔ
Ｂ
川
越
支
店
が
活
動
費
用
な
ど

を
支
援
す
る
。

　
問
題
解
決
に
協
力
し
始
め
た
の

は
、
市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

東
京
国
際
大
学
を
中
心
と
す
る
地

元
の
大
学
生
チ
ー
ム
。
蔵
造
り
の

町
並
み
に
あ
る
川
越
一
番
街
商
業

協
同
組
合
か
ら
現
状
な
ど
を
聞
い

た
後
、
川
越
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
持
ち

帰
り
た
く
な
る
紙
袋
」
を
企
画
。

月
下
旬
に
１
５
０
枚
を
観
光
客

に
配
布
し
た
。
ご
み
が
出
た
ら
袋

に
入
れ
て
持
ち
帰
る
よ
う
促
す
メ

ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や
ア
ン
ケ
ー
ト

の
案
内
も
渡
し
た
。

　
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
て
紙
袋
を
改
良
し
た

り
、
別
の
ア
イ
デ
ア
を
試
み
た
り

す
る
計
画
。例
え
ば
、食
べ
た
後
に

ご
み
が
出
に
く
い
食
べ
歩
き
商
品

の
開
発
や
、大
学
生
が
背
負
っ
た

カ
ゴ
に
ご
み
を
入
れ
る
よ
う
に
呼

び
掛
け
な
が
ら
商
店
街
を
巡
る
こ

と
、「
マ
イ
箸
」の
よ
う
に
観
光
客

が
常
に
持
ち
歩
く
マ
イ
容
器
で
食

べ
歩
き
商
品
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

提
案
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
川
越
支
店
は
地
元
大
学

生
に
川
越
の
食
べ
歩
き
問
題
解
決

へ
の
協
力
を
通
じ
て
今
後
、
各
商

店
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
の
取
り
組
み
を
大
学
生

が
案
内
す
る
修
学
旅
行
の
商
品
企

画
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。

「持ち帰りたくなる紙袋」企画

川
越
ら
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
持
ち
帰

り
た
く
な
る
紙
袋
」
を
企
画

　
自
然
豊
か
な
山
々
に
囲
ま
れ
た

埼
玉
県
秩
父
市
の
ダ
ム
湖
で
、
２

０
２
０
年
か
ら
「
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

カ
ヌ
ー
」
の
周
遊
ツ
ア
ー
を
手
掛

け
る
松
本
芳
行
さ
ん
。
カ
ヌ
ー
に

乗
っ
て
自
然
と
野
生
生
物
の
営
み

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
上
場

企
業
の
役
員
を
退
職
し
て
事
業
会

社
を
創
業
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
中
、
地
道
に
準
備
を
重
ね

て
き
た
。

　

月
末
、
冬
の
到
来
を
目
前
に

し
た
晩
秋
の
秩
父
市
。
浦
山
ダ
ム

の
ダ
ム
湖
「
秩
父
さ
く
ら
湖
」
の

水
面
（
み
な
も
）
が
柔
ら
か
な
陽

光
を
受
け
て
輝
い
た
。静
寂
の
中
、

松
本
さ
ん
が
こ
ぐ
カ
ヌ
ー
は
ゆ
っ

く
り
と
湖
上
を
進
む
。

　
湖
の
周
り
に
は
野
生
の
猿
や
シ

カ
が
姿
を
現
し
、
人
を
見
て
逃
げ

る
こ
と
も
な
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
暮
ら
す
。湖
１
周
で
約
３
時
間
。

カ
ヌ
ー
上
か
ら
首
都
圏
で
は
珍
し

い
自
然
の
光
景
を
楽
し
め
る
。「
都

心
か
ら
１
時
間
半
で
こ
れ
ほ
ど
の

自
然
が
あ
る
。
相
当
の
穴
場
」
と

笑
う
。

　
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ
ー
に
出
合

っ
た
の
は
１
９
９
４
年
。
秩
父
の

ア
ウ
ト
ド
ア
仲
間
の
誘
い
で
始

め
、
シ
ン
プ
ル
で
奥
深
い
世
界
に

は
ま
っ
た
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ
ヌ

ー
は
３
〜
４
人
乗
り
で
水
を
か
く

ブ
レ
ー
ド
が
片
側
に
つ
い
た
パ
ド

ル
を
使
う
。

　
パ
ド
ル
の
両
側
に
ブ
レ
ー
ド
が

あ
る
１
〜
２
人
乗
り
の
カ
ヤ
ッ
ク

よ
り
も
マ
イ
ナ
ー
だ
が
、
船
に
安

定
性
が
あ
り
初
心
者
で
も
楽
し
め

る
。
秩
父
に
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
カ

ヌ
ー
を
使
っ
た
事
業
が
な
く
、「
そ

れ
な
ら
自
分
が
や
る
」
と
思
い
立

っ
た
。

　
松
本
さ
ん
は
カ
ー
用
品
大
手
カ

ー
メ
イ
ト
の
専
務
な
ど
を
歴
任
後

に
退
職
し
、

年

月
、
英
語
で

「
ボ
ー
ト
の
こ
ぎ
手
」
と
い
う
意

味
の
会
社「
Ｂ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ（
ベ

ン
チ
ャ
ー
）
」
を

歳
で
創
業
し

た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

と
事
業
開
始
が
重
な
り
、
苦
境
に

立
た
さ
れ
た
。
外
出
自
粛
の
影
響

で
来
訪
者
は
少
な
く
、
地
元
住
民

に
案
内
ツ
ア
ー
を
重
ね
た
。

　
す
る
と
、
地
元
で
「
満
足
度
が

高
い
」
と
評
判
に
な
っ
た
。
秩
父

市
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
カ
ヌ
ー
の

倉
庫
や
整
備
拠
点
は
市
が
探
し

た
。

年
４
月
か
ら
本
格
的
に
周

遊
ツ
ア
ー
が
始
ま
っ
た
。

　
「
人
間
と
自
然
の
共
生
に
つ
い

て
考
え
な
が
ら
、
風
景
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」と
松
本
さ
ん
。カ
ヌ
ー

を
通
じ
、
秩
父
の
魅
力
を
発
信
し

続
け
る
覚
悟
だ
。
（
岩
崎
貴
行
）

秩父のダム湖でカヌー周遊
ＢＥＮＣＨＥＲ代表

　　　松本　芳行さん

日 立・県
さいたま市

イ
ン
フ
ル
流
行
の
Ａ
Ｉ
予
測

　
県
内
全
域
に
実
験
拡
大

東
京
国
際
大
と
商
品
開
発

笛
木
醤
油
　

学
生
が
新
企
画
提
案

狭
山
丘
陵
に
は
「
ト
ト
ロ
の
森
」
が

カ
所
あ

る
（
埼
玉
県
所
沢
市
の
ト
ト
ロ
の
森
１
号
地
）

団体創設 年、増える取得地　

人材不足や収入減

　
宮
崎
駿
監
督
の
ア
ニ
メ
映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
狭
山
丘
陵
（
埼
玉
県
、
東
京
都
）

の
環
境
保
全
団
体
「
ト
ト
ロ
の
ふ
る
さ
と
基
金
」
（
埼

玉
県
所
沢
市
）
が
、
取
得
し
た
森
林
「
ト
ト
ロ
の
森
」

の
管
理
に
苦
心
し
て
い
る
。
１
９
９
０
年
の
団
体
創
設

か
ら

年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
取
得
地
が
増
え
る
中

で
活
動
に
関
わ
る
人
材
の
不
足
や
収
入
の
減
少
が
続
き
、

管
理
が
行
き
届
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

４３ 　 【第三種郵便物認可】 日本経済新聞 ２０２１年　（令和３年）　１２月１５日　（水曜日）

東京都と埼玉県にまたがる狭山丘陵
のトトロの森は近年取得地が増え、
保全管理が追いつかなくなっている

　 　宮城・女川、町民バス便を拡充

▶朝刊・夕刊→地域経済（有料会員向け）

　 　ジェイテクト、電子部品向けに注力

　 　エプソン、「共創」掲げ脱自前主義

　 　野菜工場や海産物の陸上養殖広がる
　 　サテライトオフィス、徳島で増殖

　 　高崎オーパ、若者集客へ定額サービス


